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1　電流と電圧の関係
⑴ 抵抗（電気抵抗）　電流の流れにくさを表す量で，オーム（X）という単位で表す。

1Vの電圧を加えたとき，1Aの電流が流れる電熱線の抵抗の大きさを X1 という。

⑵ オームの法則　電熱線を流れる電流の強
さは，電熱線の両端に加わる電圧の大きさ
に比例する。これをオームの法則という。
抵抗を XR] g，電圧をV V] g，電流を I A] g
とすると，次の式で表される。

V IR R I
I
V

R
V

　　 　　= = =

⑶ 電流・電圧と抵抗
① 電圧が一定のとき，抵抗の大きいほう
が電流は流れにくい。
② 電流が一定のとき，抵抗の大きいほう
が加わる電圧が大きい。

⑷ 長さ・断面積と抵抗　同じ物質であれば，
抵抗の大きさは抵抗の長さに比例し，抵抗
の断面積に反比例する。
⑸ 物質の種類による抵抗の大きさ
① 導体…抵抗が非常に小さく，電流を通
しやすい物質。銅などの金属，炭素など。
② 不導体（絶縁体）…抵抗が非常に大きく，
ほとんど電流を通さない物質。ガラス，
ゴムなど。
③ 半導体…抵抗の大きさが，導体と不導
体の中間にある物質。ケイ素など。
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5オームの法則と直列回路

6オームの法則と並列回路
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2　オームの法則と直列回路・並列回路
⑴ オームの法則と直列回路
① 直列回路の電流…電流の強さは，回路上のどの点でも
等しい。
② 直列回路の電圧…回路全体の電圧の大きさは，各抵抗
に加わる電圧の大きさの和に等しい。
③ 直列回路の抵抗…回路全体の抵抗の大きさは，各抵抗
の大きさの和に等しい。

⑵ オームの法則と並列回路
① 並列回路の電流…回路全体の電流の強さは，各抵抗を
流れる電流の強さの和に等しい。
② 並列回路の電圧…各抵抗に加わる電圧の大きさと，回
路全体の電圧の大きさは等しい。
③ 並列回路の抵抗…回路全体の抵抗の大きさの逆数は，
各抵抗の大きさの逆数の和に等しい。また，回路全体の
抵抗の大きさは，各抵抗の大きさよりも小さい。

⑶ オームの法則と比
① 直列回路…直列回路では，各抵抗
の大きさの比と，各抵抗に加わる電
圧の大きさの比は等しい。
② 並列回路…並列回路では，各抵抗
の大きさの逆数の比と，各抵抗に流
れる電流の強さの比は等しい。
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�	〈オームの法則〉　次の回路について，　　　にあてはまる数をそれぞれ求めなさい。
①〔　　　　　〕　②〔 〕　③〔　　　　　〕　④〔　　　　　〕　⑤〔 〕

�	〈合成抵抗〉　次の抵抗のつなぎ方において，全体の抵抗はそれぞれ何 Xになるか求めなさい。
①〔　　　　　〕　②〔　　　　　〕　③〔　　　　　〕　④〔 〕　⑤〔 〕

�	〈物質と抵抗〉　次の物質を，導体，不導体（絶縁体），半導体にそれぞれ分類し，記号で答えなさ
い。 導体〔　　　　　　　　〕　不導体〔　　　　　　　　〕　半導体〔 〕
ア 鉄　　イ　炭素　　ウ　ガラス　　エ　ケイ素　　オ　銀　　カ　銅　　キ　ゴム

�	〈電流と電圧の関係〉 図 1のように配線し，電熱
線 P，Qに加わる電圧と流れる電流の関係を調べた。
図 2は，その結果をグラフに表したものである。次
の問いに答えなさい。
⑴ 電熱線に加わる電圧と流れる電流の間にはどの
ような関係があるか。また，この法則を何という
か。 関係〔 〕　法則〔 〕

⑵ 電熱線 P，Qのうち，抵抗が大きいのはどちらか。 〔 〕
⑶ 電熱線 P，Qの抵抗はそれぞれ何 Xか。 P〔 〕　Q〔 〕

�	〈合成抵抗〉　次の抵抗のつなぎ方において，全体の抵抗はそれぞれ何 Xになるか求めなさい。
①〔 〕　②〔 〕　③〔 〕　④〔 〕
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�	〈直列回路の抵抗〉　 X10 の電熱線 R 1と抵抗のわからない R 2を用
いた図のような回路で，電流計は 0.2A，電圧計は 1Vを示した。次
の問いに答えなさい。
⑴ 電熱線 R 2に流れる電流の強さは何Aか。 〔 〕
⑵ 電熱線 R 2の抵抗の大きさは何 Xか。 〔 〕
⑶ 電熱線 R 1の両端に加わる電圧の大きさは何 Vか。 〔 〕
⑷ 電源の電圧の大きさは何 Vか。 〔 〕
⑸ 回路全体の抵抗の大きさは何 Xか。 〔 〕

�	〈並列回路の抵抗〉　 X10 の電熱線と X30 の電熱線を 1つずつ用いて，図
のような回路をつくった。次の問いに答えなさい。
⑴ X10 の電熱線に流れる電流の強さは何Aか。 〔 〕
⑵ X30 の電熱線に流れる電流の強さは何Aか。 〔 〕
⑶ 回路全体を流れる電流の強さは何Aか。 〔 〕
⑷ 回路全体の抵抗の大きさは何 Xか。 〔 〕

�	〈電流と電圧の関係〉　図 1のような電流と電圧の関係を
示す電熱線 P～Rを用いて，図 2のような回路をつくった。
スイッチを入れると，電圧計は 12V，電流計は 600mAを
示した。次の問いに答えなさい。
⑴ 電熱線 Pの抵抗の大きさは何 Xか。 〔 〕
⑵ 電熱線 Q，Rを流れる電流の強さはそれぞれ何Aか。

Q〔 〕　R〔 〕
⑶ 電熱線 Q，Rの両端に加わる電圧の大きさはそれぞれ
何 Vか。 Q〔　　　　　〕　R〔 〕

⑷ 電熱線 Q，Rの抵抗の大きさはそれぞれ何 Xか。
Q〔 〕　R〔 〕

⑸ 電源の電圧の大きさは何 Vか。 〔 〕
⑹ 回路全体の抵抗の大きさは何 Xか。 〔 〕

�	〈小問集合〉　次の問いに答えなさい。
⑴ 抵抗が小さく，電流を通しやすい物質を何というか。 〔 〕
⑵ 抵抗が大きく，電流を通しにくい物質を何というか。 〔 〕
⑶ 抵抗が⑴と⑵の中間にある物質を何というか。 〔 〕
⑷ 抵抗の大きさは，抵抗の長さに比例するか，反比例するか。 〔 〕
⑸ 抵抗の大きさは，抵抗の断面積に比例するか，反比例するか。 〔 〕
⑹ 直列回路において，各抵抗に加わる電圧の大きさは，各抵抗の大きさに比例するか，反比例す
るか。 〔 〕

⑺ 並列回路において，各抵抗に流れる電流の強さは，各抵抗の大きさに比例するか，反比例する
か。 〔 〕
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� 電熱線 aと bを用意し，電熱線に加わる電圧を変えて電流
の変化を調べる実験を，次の手順で行った。図 2は実験結果を
もとに，電圧と電流の関係をグラフで表したものである。あと
の問いに答えなさい。 〈福岡改〉

　【手順】 ①　電熱線 aを用いて，図 1に示す回路をつくり，
PQ間の電圧の大きさを変え，電流の強さをはかる。
② 電熱線 aを電熱線 bにつなぎかえ，①と同じように，電
圧の大きさを変えて電流の強さをはかる。

⑴ 下の文は，図 2のグラフからわかったことをまとめたもの
である。あとの問いに答えなさい。

　　　電熱線を流れる電流は，電圧に（　㋐　）する。また，電熱
線 aと bでは，電熱線（　㋑　）の方が，電流が流れにくい。
そう判断できるのは，（　㋒　）からである。
① 文中の（　㋐　）に，適切な言葉を入れなさい。

〔 〕
② 文中の（　㋑　）に入る記号を書きなさい。また，（　㋒　）
に入る，電流が流れにくいと判断した理由を「電圧」とい
う言葉を用いて，簡潔に書きなさい。
記号〔　　　　〕
理由〔 〕

⑵ 手順②の後，図 1の回路で PQ間の電熱線だけを，図 3のようにつな
ぎかえた。これについて，次の問いに答えなさい。
① PQ間に加わる電圧の大きさを変え，電流の強さをはかった。この
実験における電圧と電流の関係を，図 2にグラフで示しなさい。
② 電流計に流れる電流の強さが 0.6Aであったとき，PQ間の電圧の大きさは何 Vであったか。

〔 〕

� 電圧と電流の関係を調べるために，次のような実験を行った。これについて，あとの問いに答え
なさい。 〈宮崎〉

　【実験】 ①　図 1のように，抵抗器 aに加
わる電圧とそれを流れる電流をはかる
回路をつくった。
② 電源装置で抵抗器 aに加える電圧を
変化させ，そのときの電流をはかった。
③ 抵抗器 aを抵抗器 bに変えて，②と
同様に電流をはかった。
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� 電源装置と， X50 の抵抗器A，抵抗のわからない抵抗器 Bを用い，図 1のような回路をつくった。
そのあと，スイッチを入れ，電源装置の電圧を調整して，電流計と電圧計のそれぞれが示す値を読
みとり記録した。これについて，あとの問いに答えなさい。 〈山形改〉

⑴ 図 2は，図 1の回路を表す回路図であるが，回路
図の一部が省略されている。省略されている部分を，
図 2に電気用図記号を用いてかき加え，回路図を完
成させなさい。
⑵ 右のグラフは，実験の結果をまとめたものである。
次の問いに答えなさい。
① 抵抗器 Bの抵抗の大きさは何 Xか。

〔 〕
② 電圧計の示す値が 3.5Vのとき，抵抗器Aの両
端に加わる電圧の大きさは何 Vか。

〔 〕

⑴ 次の文は，実験の結果をグラフに表した図 2からわかることをまとめたものである。　①　，
　②　に a，bのいずれかを，それぞれ書きなさい。

①〔　　　　〕　②〔　　　　〕
　抵抗器 aと bに同じ電流を流すためには抵抗器　①　の方が大きい電圧を必要とする。この
ことから，抵抗が大きいのは，抵抗器　②　の方であることがわかる。

⑵ 抵抗器 aと bを図 3のように直列につなぎ，電
源の電圧を 6Vにした。次の問いに答えなさい。
① 回路全体の抵抗の大きさは何 Xか。

〔 〕
② 回路全体を流れる電流の強さは何mAか。

〔 〕
⑶ 抵抗器 aと抵抗の大きさがわからない抵抗器 cを，図 4のように並列につなぎ，電源の電圧を

6Vにすると，回路全体を流れた電流は 700mAであった。抵抗器 cの抵抗の大きさは何 Xか。
〔 〕
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� 2種類の電熱線 a，bについて，電流と電圧の関係を調べるために，次の実験を行った。まず，
電熱線 aと電源装置，電流計，電圧計，スイッチを用いて，図 1のような回路をつくり，電熱線の
両端に加わる電圧と流れる電流を測定した。次に，電熱線 aを電熱線 bにとりかえ，同様の実験
を行った。図 2は，電熱線 a，bについて調べた結果をグラフにまとめたものである。これについて，
あとの問いに答えなさい。 〈高知改〉

⑴ 図 2の結果から，電熱線 bの抵抗の大きさは，電熱線 aの何倍か。 〔 〕
⑵ 次の回路のように，電熱線 aと電熱線 bを電源装置につなぎ，2つの電熱線に加わる電圧と回
路全体を流れる電流の強さを測定した。このときの電圧と電流との関係を表すグラフを実線でか
きなさい。

⑶ 電熱線 aと抵抗の大きさがわからない電熱線 cを並列に接続し，電源装置につなぎ，電熱線 a

と電熱線 cの両端にかかる電圧の大きさと，回路全体を流れる電流の強さを測定するために，電
圧計と電流計をそれぞれ 1個つないで回路をつくった。次の問いに答えなさい。
① この回路の回路図として最も適切なものを，次の㋐～㋓の中から 1つ選び，記号で答えなさ
い。 〔　　　　〕

② この回路で，回路全体を流れる電流が 0.8A，電熱線 aと電熱線 cの両端に加わる電圧が
4.5Vのとき，電熱線 cの抵抗の大きさは何 Xか。 〔 〕
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表１�

電流 A] g 0.10 0.20 0.30 0.40

電圧 V] g 1.0 2.0 3.0 4.0

表２�

電流 A] g 0.10 0.20 0.30 0.40

電圧 V] g 1.5 3.0 4.5 6.0
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� 電熱線に流れる電流と加わる電圧を調べる実験をした。こ
れについて，あとの問いに答えなさい。 〈香川〉

　【実験１】 図 1のような装置を用いて，直列につないだ電熱
線 Pと電熱線 Qに流れる電流と加わる電圧の関係を調べ
た。はじめに，電圧計の＋端子につながっている導線 L

を端子 aに接続し，スイッチを入れて電流計と電圧計の示
す値を調べた。表 1はその結果をまとめたものである。次
に，導線 Lを端子 bに接続し，スイッチを入れて電流計
と電圧計の示す値を調べた。表 2は，その結果をまとめた
ものである。

⑴ 表 1，2をもとにして，電熱線
Qに流れる電流と，電熱線 Qに
加わる電圧の関係を，グラフの縦
軸のそれぞれの（　　）内に適当な
数値を入れ，グラフで表しなさい。

　【実験２】 実験 1と同じ電熱線 P，
電熱線 Qを用いた図 2のような
装置で，電流計と電圧計の示す値
を調べた。
⑵ 図 2のスイッチ②は入れずに，スイッチ①のみを入れたとき，電圧計は 1.5Vを示していた。
実験 1の結果から考えて，このときの電流計は何Aを示していると考えられるか。

〔 〕
⑶ 次の文は，実験 2において，電熱線 Pと電熱線 Qを並列につないだときの抵抗について述べ
たものである。文中の X ， Y にあてはまる言葉の組み合わせとして，最も適当なものを，
あとのア～エの中から 1つ選び，記号で答えなさい。 〔　　　　〕
スイッチ①のみを入れた状態から，スイッチ②を入れると電圧計の示す値は変わらないが，電
流計の示す値は X なる。よって，電熱線 Pと電熱線 Qを並列につないだときの全体の抵抗
の値は，電熱線 Pの抵抗の値より Y なる。
ア X：大きく　Y：大きく
イ X：大きく　Y：小さく
ウ X：小さく　Y：大きく
エ X：小さく　Y：小さく
⑷ 図 2のスイッチ①とスイッチ②を両方入れた状態から，電熱線 P，Qに加わる電圧を変化させ
たとき，電流計は 0.60Aを示した。実験 1の結果から考えて，このときの電圧計は何 Vを示し
ていると考えられるか。 〔 〕
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